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背景

•長期COVIDの症状、特にブレインフォグはQOLを大きく低下さ
せる。

•有効な治療法は依然として確立されていない。

•日本の漢方医学は多様な症状を示す長期COVID患者に補助療法
としてよく用いられる。



本研究の目的

•日本の漢方医学が長期COVIDの治療に有効かどうかを評価する
ために包括的なＱＯＬ評価を実施する。

• Patient…長期COVIDの成人患者

• Intervention…加味帰脾湯と柴胡桂枝湯を中心とする漢方治療

• Comparison…治療前（初診時）および漢方未併用群

• Outcome…3か月でのHR-QOLの変化



方法

• 研究対象：2021年10月から2024年8月までの期間の東北大学を受診した
COVID-19の発症から28日を超えて症状が持続する患者（長期COVID）

• 組み入れ基準
COVID-19発症から28日以上症状が持続
外来受診時に症状を有する

• 除外基準
COVID-19未確定
発症4週間以内に受診
18歳未満
フォローアップ期間が3か月未満
EQ-５D-５Lのデータ欠損
薬物治療無し



方法

• 治療は担当医が患者の状態に応じて決定。

• 主要な評価項目はHR-QOLであり、EQ-５D-5Lを用いた。5つの次元に分
けられており、その次元ごとも5段階評価に分かれていた。

• 因子解析として単変量ロジスティック回帰で候補選定と多変量ロジス
ティック回帰で調整（年齢、ワクチン接種、発症～受診期間、加味帰脾湯
＋柴胡桂枝湯併用など）を行った。



患者の各ベースラインと症状

・対象患者は比較的若年だが併
存疾患を2種類以上もつ患者が
多い。
・最も多い症状は倦怠感でつい
で呼吸困難、ブレインフォグ
だった。



治療内容

漢方薬を使用した患者は90.2%。
最多処方は柴胡桂枝湯（SAKT：42.9%）、次いで加味
帰脾湯（KKT：25.9%）。
併用は20例（14.9%）



結果（QOLの変化）

全体：HR-QOL中央値が0.711→0.833に有意改善（p<0.0001）。
日本の平均値を超える患者の割合も7.1%→20.4%に増加。
ブレインフォグ群：0.677→0.750に改善（p=0.005）、ただし平均値超え
は有意差なし。



結果（EQ-5D-5L各項目の変化）

全体：usual activities, pain/discomfort, anxiety/depressionで有意な改善（p<0.0001）。
ブレインフォグ群： usual activities, pain/discomfort, anxiety/depressionで著名な改善が
あるも、mobilityやself careの改善は小さい。



結果（HR-QOL改善因子（ロジスティック回帰））

・加味帰脾湯、柴胡桂枝湯併用が有意な改善因子
全体：オッズ比 3.7 ブレインフォグ群：オッズ比 4.8
年齢や性別、BMIは有意な関連なし。



結果のまとめ

• 3か月の治療でHR-QOLは有意に改善し、特にusual activities, 
pain/discomfort, anxiety/depressionの改善が顕著だった。

•加味帰脾湯と柴胡桂枝湯の併用は、QOL改善と有意に関連。

•他の因子（年齢・性別・ワクチン回数）では有意な関連なし。

•ブレインフォグ群でも改善はみられるが、完全な回復は難しい



考察
• 本研究は、長期COVIDに対する漢方薬の併用がQOL改善に寄与する可能
性を示した。

• 日常動作や痛み、不安の改善が顕著である。

• ブレインフォグ群でもQOL改善が認められたが、完全な回復は難しく、追
加治療の必要性が示唆される。

• 本研究は観察的かつ非ランダム化のため、大規模かつ長期のRCTが必要で
ある。

• サンプルサイズが小さい（N＝112）であり、また安全性や副作用に関す
る詳細な評価がないため注意が必要である。

• フォローアップは3か月のみで、長期的な効果や再燃は不明である。



結論

•加味帰脾湯と柴胡桂枝湯の併用が長期COVID-19患者のQOLを
改善させた。

•本研究は観察的かつ非ランダム化であるため、因果関係を明確
に示すことはできず、今後は大規模なランダム化比較試験が必
要である。
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